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「進学に関するＱ＆Ａ」 
 

Ｑ１ 学校推薦型選抜の校内選考申込の締め切りは、指定校制だけですか︖ 
Ａ１ いいえ。指定校制、公募制の両方ともです。締切日の８月２６日（水）までに必要書類をまとめて担任の先生に提出 

してください。もちろん、この日までに三者面談も終えていなければなりません。 
 
Ｑ２ 学校推薦型選抜の校内選考申込の際に、複数の学校や学部の申し込みはできますか︖ 
Ａ２ できません。指定校制であれ、公募制であれ、学校推薦型選抜への応募は、原則として、１人１回、１校限りです。 

しかし、併願可の学校であれば、複数の学校を志願するのは可能です。ただし、受験の結果、専願制のＡ学校と併願可の 
Ｂ学校の両方に合格した場合、必ず専願制のＡ学校に⼊学⼿続きを⾏わなければなりません。 

 
Ｑ３ ８月２６日（水）の締切に遅れた場合でも受け付けてもらえますか︖ 
Ａ３ いいえ、受け付けられません。締切日に遅れた場合は、特別な事情で配慮が必要な場合を除いて、学校推薦型選抜で

の受験はできません。もし、そのような場合は事前に担任を通じてご相談ください。特別な事情に当たるかどうか学校
で判断します。 

 
Q４ 校内選考会議により、第１志望の指定校制での受験が認められました。しかし、進路希望が変わったので他校の指定校

制や公募制に変更する、もしくは受験⾃体を取りやめることはできますか︖ 
Ａ４ できません。事前に二者面談、三者面談で、あなたの志望理由や進学意欲を確認し、保護者の了解も確認した上で（お

⾦の面も含めて）、学校推薦型選抜受験願（校内選考申込書）を提出します。その提出された書類をもとに、選考会議で
十分審議を尽くし、他の志願生徒と多面的に比較して学校推薦生徒を決定しています。１人の生徒が指定校に決まると、
他の志願生徒はその学校の公募制に回ることになります。安易に辞退すると、非常に多くの生徒に迷惑がかかることに
なります。安易な気持ちで推薦希望は出さないでください。 

 
Ｑ５ 校内選考会議で第１志望の指定校制に漏れた場合、他の学校・他学部・他学科の指定校制や公募制に応募できますか︖ 
Ａ５ できません。その場合は、同じ学校・学部・学科を公募制で受験することになります。（公募制の選抜がない場合は受

験できません。） 
 
Ｑ６ 校内選考会議で、ある学校・学部・学科の指定校制に申込者がいなかった場合、後日、申し込みをすれば受験できま

すか︖ 
Ａ６ できません。再募集は⾏いません。 
 
Ｑ７ 第１志望の⼤学に先⾏して⾏われる総合型選抜で受験し、不合格の場合に学校推薦型選抜（公募制）での受験を考え

ています。受験できますか︖ 
Ａ７ 総合型選抜と学校推薦型選抜を同時受験はできませんが、総合型選抜の不合格が決定した後ならば、学校推薦型選抜

（公募制）での出願・受験は可能です。その場合でも、学校推薦型の申込締切が８月２６日（水）ですので、推薦の校内
選考申込を期日までに⾏ってください。（指定校制への申込はできません。） 
※第１志望の学校に総合型選抜で合格した場合は、その学校に⼊学⼿続きを⾏うことになるので、公募制については、

辞退することになります。（このような受験方法は、九州産業大学でも認めています。） 
 
Ｑ８ 日本学生支援機構の奨学⾦の予約を⾏いましたが、この奨学⾦を⼊学⾦と前期の校納⾦に充てることはできますか︖ 
Ａ８ できません。たとえ本校在学中に、奨学生として給付型、貸与型に採用が内定したとしても、上級学校に４月に⼊学

後、その学校で奨学⾦給付や貸与の⼿続をしなければ、その奨学⾦は執⾏されません。奨学⾦が振り込まれるのは、早
くても⼊学後の５月か６月からとなります。したがって、⼊学前に払い込まなければならない「⼊学⾦」や「前期の授業
料」は、事前に準備しておく必要があります。 
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「高卒就職に関するＱ＆Ａ」 

 

Ｑ１ 高卒で就職しようと考えてますが、どうすれば良いですか︖ 

Ａ１ ⾼卒で就職するには、①学校斡旋（あっせん）による就職、②縁故就職、③⾃⼰開拓による就職、④公務員就職 

の４つに分類することができるでしょう。学校が勧（すす）めるのは、①学校斡旋による就職です。 

 

Ｑ２ 「学校斡旋による就職」とはどんなものですか︖ 

Ａ２ ⾼校新卒者を採用しようとする企業は「公共職業安定所（ハローワーク）」の監督の下に求人活動を⾏います。その
企業はハローワークから許可を受けた「⾼卒求人票」を、その企業が独⾃に選定した⾼校に送付して募集する「非公開
求人」か、全国に求人を公開して募集する「公開求人」のどちらかに分けて求人します。 

各⾼校では、毎年７月１日から⾼卒求人票の受付が開始されます。また、その求人票による採用試験は、９月１６日 

以降に実施することが決まっています。就職後も、雇用条件などが求人票の内容と著しく異なる場合は、ハローワーク 

や労働局などの監督官庁から指導、是正してもらえます。 

 

Ｑ３ 「学校斡旋による就職」の手続を教えてください。 

Ａ３ ①前述のとおり、７月１日から「⾼卒求人票」の受付が始まっています。求人票は学校に届くものばかりではなく、
ＰＣやスマホから専用のＨＰを開くことによって、福岡県内だけでなく全国の⾼卒求人票も⾒ることができます。 

②企業の中には、「応募前職場⾒学」と⾔って、応募する前に企業を訪問して仕事内容を⾒学することができる企業
があります。その際は、担任の先生を通じて就職担当者に連絡してください。就職担当者が相⼿企業と連絡を取り
ます。（生徒と企業が直接連絡を取り合うことはできません。すべて、学校を通じて⾏います。） 

③受験したい企業が決まったら、「校内選考」の申込をします。校内選考とは、学校内でその生徒を受験させてよい
かどうかを審議する会議です。また、本校から１人しか受験できない企業に複数の生徒が希望していた場合、誰を
受験させるかをその会議で決定します。なお、校内選考申込の第１回目の締切は８月７日（⾦）です。 

※受験は専願制です。内定した場合は必ずその企業に就職しなければなりません。 

④受験が決定した生徒は、履歴書を作成する⼀方で、担任の先生に「調査書発⾏願」を提出してください。担任の
先生が調査書を作成します。 

⑤企業は応募書類の受付を９月５日から始めます。応募の際には、「調査書」や「履歴書」を学校からまとめて企業 

に送ります（個人で送ることはありません）。 

⑥後日、企業から「採用試験の案内」が学校に届きますので、届いたら担任の先生から連絡があります。 

⑦９月１６日以降、企業から指定された日時に採用試験を受験します。 

⑧受験後、７〜１４日後で、合否の通知があります。合格していたら、学校に「採用内定通知」が届きます。「採用 

内定通知」が届いたら、「就職承諾書（統⼀された書式）」と「採用についてのお礼状」を作成して郵送します。
（原則として、これ以外に企業に提出する書類はありません。） 

 

Ｑ４ 採⽤「決定」ではなく、採⽤「内定」とはどういうことですか︖ 

Ａ４ 受験した生徒は「⾼校卒業⾒込」での受験ですから、何らかの事情で卒業できなくなったり、健康上の理由で勤務に 

耐えられない状態になったりした場合などには、採用が取り消される場合もあり得るということです。したがって、内 

定した皆さんは内定後の学習状況や健康に十分留意して日々の生活を送ってください。 

 

Ｑ５ 学校斡旋で受験したい企業が複数あります。複数の企業を同時に受験できますか︖ 

Ａ５ できません。福岡県の申し合わせにより、１回に受験できる企業は、１人１社のみです。万⼀、不合格になった場合 

には、その後に新たに１社受験することができます。 

なお、１１月１日以降は、１人２社まで同時に応募・受験することができます。 

 

Ｑ６ 校内選考申込締切日（８月７日）までに、就職したい職種や企業からの求⼈がありませんでした。その場合は、学校 

斡旋で就職できないのですか。 

Ａ６ いいえ。８月７日以降に届いたり、ＨＰで公開されたりする求人もあります。気に⼊った企業からの求人が来てから 

校内選考申込を⾏ってください。就職の校内選考会議は、９月以降も、その都度実施されます。就職したい職種や企業 

からの求人を希望する場合は、早目に担任の先生を通じて就職担当者に伝えてください。求人開拓をお願いすることも 

できます。そのためにも、日頃の担任の先生とのコミュニケーションが大切になります。 

 

Ｑ７ 第１希望が公務員で、第２希望が一般企業です。同時に受験できますか。 

Ａ７ いいえ。同時受験はできません。公務員試験の不合格が決定した後であれば、⼀般企業に応募できます。ただし、そ
の時には希望する企業への応募が既に締め切られていることもあります。その点にご留意ください。 

 


